
 

 

宣言 

我々は、アカデミアの中核的総合拠点として、世界をリードする創造性に満ちた学術研究の達成と、広

い視野と多様な視点で課題を解決する国際性豊かな人材の育成により、真に平等で豊かな、そして未

来へ永続する社会の構築に貢献する責務を負っている。 

この 21 世紀において、我々アカデミアの最重要課題は、人類が直面する地球環境・エネルギー資源・

民族・社会格差等の問題の解決と持続可能な社会への転換である。この歴史的転換点において、国

籍・人種・性別･年齢等を超えた、多様で優秀な人材の参画と活躍が必要である。我が国における高等

教育、学術・技術の発展は、長らく男性が主たる牽引役を担ってきたが、前述の最重要課題の解決、お

よび最先端研究・教育水準のさらなる向上に向けて、国際化と共に男女共同参画の推進が不可欠であ

る。優れた女性研究者が男性研究者とともに活躍できる環境の整備は、アカデミアがより豊かな知の

創造をもって人類社会に貢献するために必須であると同時に、次代を担う若人にとって、魅力あるもの

となるであろう。  

我々各大学は、男女共同参画社会の実現に向けて、これまで学術分野における男女共同参画の推進

のために、様々な意識改革、女性研究者の活用、キャリア継続支援、保育園等の就労環境の整備、次

代を担う女子中高校生へのキャリアガイダンス等に意欲的に取り組んできた。また、我が国の政策にお

いても、女性の積極的活用による高度な科学技術研究の発展を目的とした「第 3 期科学技術基本計
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画」が平成 18 年 3 月に決定され、女性研究者がその能力を最大限に発揮できるように研究と出産・育

児等の両立に配慮した制度の拡充、さらに自然科学系全体として女性研究者の採用を 25%とする数値

目標の設定と、その目標の達成状況の公開など、女性研究者の積極的採用に向けた取組の推進が盛

り込まれた。しかし、平成 20 年 4 月の内閣府男女共同参画局の「女性参画加速プログラム」で重点的

取組が必要と指摘されたように、研究者は依然として「女性の参画が進んでいない分野（公務員、医師、

研究者）」の一つである。  

我々は高度研究教育機関として、人々の考え方や社会制度のあり方に多大な責任を負っている。同時

に、男女共同参画社会の実現のために大学が負っている重大な責務を自覚し、"公正な評価に基づく

女性研究者の積極的登用"等を含めた施策に英知を絞り、その実施に向けて真摯に努力する。 

アカデミアの自由な発想に基づく研究は多様性を育み、その多様性は優れた財産として、世界中から

能力のある将来有望な人々を惹きつけるであろう。斬新な視点、多様な基盤を持つ才能ある人々が集

い、それぞれの能力を存分に発揮できる環境においてのみ、知の担い手としてのアカデミアの使命が

達成できると信じる。  
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